
　

11
月
27
日
（
日
）
珈
琲

焙
煎
講
座
で
は
、
11
人
が
コ
ー

ヒ
ー
の
焙
煎
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
が
焙
煎
し
た
豆
を
少
し
ず

つ
ブ
レ
ン
ド
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
試

飲
も
行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
城

北
公
民
館
料
理
実
習
室
は
、
コ
ー

ヒ
ー
の
良
い
香
り
が
た
だ
よ
っ
て

い
ま
し
た
。

▲珈琲の香りに包まれる会場

珈
琲
焙
煎
講
座

珈
琲
焙
煎
講
座

▲配水池の内部へ

▲歌碑の前で、浅井洌自筆の書を
特別に拝見。

白
板
地
区
の
歴
史
を
訪
ね
る

　

昨
年
に
続
く
他
地
区
巡
り
、
今

回
は
11
月
８
日
、
後
藤
講
師
の
案

内
で
白
板
地
区
北
部
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

徒
士
町
か
ら
大
門
沢
川
に
沿
っ

て
昔
か
ら
の
小
道
を
歩
き
、
姫
宮

神
社
か
ら
塩
釜
神
社
の
前
に
出

て
、
西
側
の
昔
か
ら
の
細
い
道
を

通
り
、
正
麟
寺
に
出
ま
す
。

　

正
麟
寺
の
墓
地
に
は
、
松
本
藩

の
家
臣
の
墓
、
五
輪
塔
、
男
装
の

麗
人
で
知
ら
れ
る
川
島
芳
子
や
初

代
松
本
市
長 

小
里
頼
永
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
小
里
頼
永
は
、
７
期

30
年
の
長
き
に
渡
り
市
長
を
務

め
、
国
宝
市
長

と
呼
ば
れ
、
田

町
に
か
つ
て

住
ん
で
い
た

家
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
松

本
藩
の
忍
者

だ
っ
た
、
芥
川

家
の
墓
を
知

り
ま
し
た
。「
墓
地
は
慰
霊
の
場

所
だ
け
で
な
く
歴
史
の
資
料
が
詰

ま
っ
た
所
で
あ
る
」
と
講
師
の
説

明
は
と
て
も
納
得
で
き
ま
し
た
。

　

場
所
を
移
動
し
て
城
山
配
水
池

の
内
部
も
見
学
し
ま
し
た
。
名
水

と
し
て
誇
れ
る
松
本
の
水
を
、
す

で
に
大
正
時
代
か
ら
旧
市
内
に
配

水
し
て
い
た
事
は
先
人
た
ち
の
努

力
の
賜
物
で
す
。

　

城
山
公
園
は
天
保
14
年
に
市
民

開
放
さ
れ
、桜
や
楓
な
ど
植
え
さ
せ

て
桜
の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

吉
江
孤
雁
、
浅
井
洌
、
香
川
景
恒

な
ど
の
歌
碑
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

城
山
公
園
か
ら
下
る
と
貞
享

３
年
加
助
騒
動
の
義
民
塚
が
あ

り
、
発
掘
さ
れ
た
18
体
の
遺
骨

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
丸
の
内

中
学
校
の
近
く
に
は
、
女
性
だ

け
の
「
俳
誌
」
を
創
刊
主
催
し

た
杉
田
久
女
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

久
女
の
父
が
松
本
赤
堀
家
の
生

ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の

地
に
分
骨
さ
れ
、
高
浜
虚
子
が

筆
を
執
っ
た
「
久
女
の
墓
」
の

墓
碑
銘
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

久
女
の
句
は
城
山
公
園
に
も
あ

り
ま
す
。

　

駒
町
の
馬
頭
観
音
は
、
貞
享

騒
動
の
時
に
赦
免
状
を
持
っ
た

使
者
の
馬
が
こ
の
場
所
で
倒
れ
、

そ
の
馬
を
葬
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
白
板
地
区
公
民
館
を

見
学
し
て
終
了
し
た
、
２
時
間
半

の
地
区
巡
り
は
、
先
人
た
ち
の

人
生
と
歴
史
に
深
く
触
れ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

       他
地区を

めぐる　

       他
地区を

めぐる　

２
その

　

城
北
公
民
館
の
す
ぐ
北
に
建

ち
、会
の
シ
ン
ボ
ル
物
ぐ
さ
太
郎

が
見
上
げ
る
、公
益
社
団
法
人
東

筑
摩
塩
尻
教
育
会
館
に
つい
て
事

務
局
長
の
柳
生
さ
ん
に
伺
い
ま
し

た
。
会
は
明
治
17
年
に
設
立
さ

～
東
筑
摩
塩
尻
教
育
会
館
～

学
者
を
招
待
し
て
講
演
会
を
開
い

た
こ
と
で
す
。

　
「
信
の
お
け
る
人
」「
あ
て
に
な

る
人
」
を
育
て
る
の
が
教
育
の
本

質
で
、
お
お
ら
か
で
権
威
に
屈
せ

ず
、
後
に
才
能
を
発
揮
で
き
る
、

磨
け
ば
光
る
よ
う
な
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
、
か
の
物
ぐ
さ
太
郎
を
会

の
象
徴
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
腹
ば
い
の
太
郎
に

「
何
を
見
上
げ
て
い
る
の
？
」
と

尋
ね
る
と
、
き
っ
と
「
君
た
ち
の
明

る
い
未
来
を
」
と
答
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
ね
。

施
設

訪
問

ぐ
る
っ
と
城
北

▲広々とした講堂は、地域での利
用も可能です。

▲会の象徴、物ぐさ太郎の像

れ
約
１
４
０
年
の
長

い
歴
史
が
あ
り
、二

代
目
の
現
施
設
は

昭
和
36
年
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。会
の

目
的
は
会
員
相
互

の
研
鑽
に
よ
り
職

能
の
向
上
に
努
め
、

も
っ
て
地
域
の
教

育
の
充
実
と
文
化
の
進
展
に
貢
献

す
る
こ
と
で
す
。目
的
達
成
の
た

め
現
在
は
小
学
校
13
校
・
中
学

校
８
校
、義
務
教
育
学
校
１
校
、

３
８
６
名
の
会
員
教
師
が
研
修
会・

総
会
な
ど
を
開
い
て
日
々
児
童
生

徒
の
健
全
育
成
、地
域
の
生
涯
学

習
の
振
興
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
館
・
講
堂
・
会
議
室
９
室
を

備
え
て
、
地
域
への
施
設
開
放
も

行
って
い
ま
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
筆
す
べ

き
は
、
会
津
八
一
や
折
口
信
夫
・

柳
田
国
男
、杉
浦
重
剛
の
一
流
の

令和５年１月１日現在
総世帯数 3,771
総 人 口 7,864
男 3,765
女 4,099

松 本 市 公 民 館 報 第137号【城北版】③ 2023（令和５）年　1　月　30　日（月）



　

12
月
６
日
長
野
県
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
を
14
人
で
視
察
し
、「
外
国

人
の
人
権
と
私
達
～
よ
り
よ
い
共

生
の
た
め
に
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー　

寺

尾
文
子
さ
ん
よ
り
講
習
を
受
け
て

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
私
達
を
取
り
巻
く
情
勢

と
い
う
こ
と
で
、
新
聞
記
事
か
ら

の
情
報
を
も
と
に
解
説
さ
れ
ま
し

た
。
外
国
人
を
め
ぐ
る
問
題
と
し

て
、
労
働
者
・
技
能
実
習
生
の
問

題
、生
活
・
文
化
に
関
す
る
問
題
、

偏
見
・
ヘ
イ
ト
・
言
葉
・
教
育
等

の
問
題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
統
計
か
ら
考
え
る
こ
と

と
し
て
、
過
去
11
～
13
年
分
の
在

住
外
国
人
数
・
在
留
の
背
景
等
の

解
説
を
受
け
ま
し
た
。
外
国
人

か
ら
は
、
困
り
ご
と
を
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

と
の
意
見
が

あ
る
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
外

国
人
と
共
に

暮
ら
す
社
会

に
つ
い
て
、

「
望
ま
し
い
」

と
答
え
た
県

民
が
75
％
で

あ
る
の
に
対
し
、「
望
ま
し
く
な

い
」
と
答
え
た
県
民
は
約
12
％
で

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
習
慣

の
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
」
を
挙

げ
た
人
が
65
％
、「
治
安
の
悪
化
」

が
20
％
、「
日
本
人
雇
用
の
悪
影

響
」
が
15
％
と
の
集
計
結
果
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
外
国
人
と
の
よ
り
よ
い

共
生
の
た
め
に
、
偏
見
の
排
除
・

支
援
の
動
き
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
交
流
・
多
文
化
の
尊
重

と
共
生
が
必
要
で
あ
る
と
解
説
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
松
本
市
で
進
め

て
い
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、「
社
会
は
様
々
な

人
々
の
集
合
体
。
私
た
ち
も
そ
の

一
員
で
あ
り
、
だ
れ
で
も
が
お
互

い
に
隣
人
で
す
。
そ
こ
に
い
る
の

は
『
人
』
な
の
で
す
」
の
言
葉
で

講
習
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
は
、
外
国
人
の
方
と
共

生
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲▲のびのびひろばのびのびひろば

▲蟻ヶ崎台町会▲蟻ヶ崎台町会

▲▲鼎談深志鼎談深志

▲蟻ヶ崎東町会▲蟻ヶ崎東町会

▲田町・新田町・北馬場・徒士町・旗町町会▲田町・新田町・北馬場・徒士町・旗町町会

▲▲蟻ヶ崎東町会だべり会蟻ヶ崎東町会だべり会

▲外国人の人権について学ぶ参加者

▲センター内では、パネル展示をとおして
様々な人権問題を学べます。

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

城北地区

視
察
研
修

城北の年末年始

クリスマス会クリスマス会

もちつき大会もちつき大会

書初め大会書初め大会

▲沢村町会▲沢村町会 三九郎三九郎
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